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ま
つ
な
が

松
永

た
く拓
み海

（
２
５
）

フ
リ
ー
タ
ー

ま
つ
な
が

松
永

こ
う航
へ
い平

（
１
９
）

大
学
生
・
拓
海
の
弟

と
だ

戸
田

し
ゅ
う
い
ち

修
一

（
４
６
）

工
場
の
先
輩
作
業
員

こ
み
や

小
宮

み
さ
き

美
咲

（
３
１
）

工
場
の
先
輩
作
業
員

く
ろ
か
わ

黒
川

せ
い
じ

誠
二

（
５
２
）

工
場
の
責
任
者

店
長

作
業
員
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１
．

居
酒
屋
・
厨
房
（
夜
）

焼
き
場
。
煙
に
包
ま
れ
て
い
る
。

松
永
拓
海
（
２
５
）
、
汗
を
拭
う
。
居
酒
屋
の
制
服
姿
。

焼
き
鳥
を
返
す
。

拓
海
、
焼
き
上
が
っ
た
皿
を
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
置
く
。

再
び
、
汗
を
拭
う
。

店
長

「
拓
海
、
上
が
っ
て
い
い
よ
」

拓
海

「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」

拓
海
、
エ
プ
ロ
ン
を
外
す
。

２
．

道
（
夜
）

拓
海
、
原
付
で
走
っ
て
い
る
。

赤
信
号
で
停
ま
る
。

足
元
。
つ
ま
先
の
ゴ
ム
が
剥
が
れ
か
け
た
ス
ニ
ー
カ
ー
。

思
わ
ず
、
あ
く
び
が
出
る
。

脇
に
ス
ニ
ー
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
。
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
新
品
。

拓
海
、
そ
れ
を
見
る
。

後
ろ
か
ら
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

信
号
は
青
。
慌
て
て
発
進
。

３
．

工
場
・
外
観
（
夜
）郊

外
。
窓
の
少
な
い
灰
色
の
工
場
。

拓
海
の
原
付
が
敷
地
に
入
っ
て
来
て
、
止
ま
る
。

４
．

工
場
・
作
業
場
（
夜
）

排
気
口
は
テ
ー
プ
で
塞
が
れ
て
い
る
。

天
井
に
監
視
カ
メ
ラ
。
赤
い
ラ
ン
プ
が
点
滅
。

数
人
の
作
業
員
が
タ
バ
コ
サ
イ
ズ
の
箱
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
。

そ
の
中
に
小
宮
美
咲
（
３
１
）
と
戸
田
修
一
（
４
６
）
の
姿
。

拓
海
、
部
屋
に
入
っ
て
来
る
。

戸
田
の
隣
の
席
に
つ
い
て
、

拓
海

「
お
疲
れ
様
で
す
」

戸
田

「
拓
海
く
ん
、
お
疲
れ
様
」

向
か
い
の
小
宮
、
匂
い
を
嗅
ぐ
仕
草
。
鼻
を
動
か
す
。
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小
宮

「
ね
え
、
今
日
一
段
と
臭
く
な
い
？
」

拓
海

「
え
？

こ
こ
で
す
か
？
」

小
宮

「
君
、
今
日
は
な
ん
か
す
ご
い
匂
い
す
る
」

拓
海

「
あ
っ
、
今
日
、
焼
き
場
担
当
で
」

と
、
自
分
の
服
を
嗅
ぐ
。

小
宮

「
煙
と
油
と
…
…
こ
こ
の
匂
い
が
混
ざ
っ
て
、
マ
ジ
臭
い
」

戸
田

「
最
悪
の
ブ
レ
ン
ド
み
た
い
だ
ね
」

小
宮

「
マ
ス
ク
持
っ
て
く
れ
ば
良
か
っ
た
」

拓
海

「
ひ
ど
く
な
い
っ
す
か
？
」

小
宮

「
自
覚
な
い
の
が
一
番
ヤ
バ
い
よ
」

拓
海

「
勘
弁
し
て
く
だ
さ
い
」

戸
田
、
笑
う
。

５
．

工
場
・
シ
ャ
ワ
ー
室
（
早
朝
）

簡
素
な
個
室
シ
ャ
ワ
ー
が
並
ん
で
い
る
。

壁
に
貼
り
紙
。
「
作
業
後
は
必
ず
シ
ャ
ワ
ー
を
」

拓
海
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
。

６
．

工
場
・
ロ
ッ
カ
ー
室
（
早
朝
）

拓
海
、
タ
オ
ル
で
髪
を
拭
き
な
が
ら
、
自
分
の
匂
い
を
確
認
。

背
後
の
戸
田
、
笑
い
な
が
ら
、

戸
田

「
大
丈
夫
。
臭
く
な
い
よ
」

拓
海

「
で
す
よ
ね
」

と
、
首
を
か
し
げ
る
。

自
分
の
ロ
ッ
カ
ー
を
開
け
る
。

中
に
茶
封
筒
。

拓
海
、
封
を
開
け
る
。
中
に
は
現
金
と
給
与
明
細
。

拓
海

「
え
っ
、
こ
ん
な
風
に
も
ら
う
ん
で
す
か
？
」

戸
田

「
驚
く
よ
ね
」

拓
海

「
盗
ら
れ
ま
す
っ
て
」

給
与
明
細
に
は
、
勤
務
日
数
１
２
日
・
勤
務
時
間
３
６
時
間

・
支
給
額
３
０
０
，
０
０
０
円
と
書
か
れ
て
い
る
。

拓
海
、
現
金
を
数
え
る
。

拓
海

「
ほ
ん
と
に
３
０
万
…
…
」
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戸
田

「
俺
も
最
初
、
数
え
た
」

拓
海
、
思
わ
ず
笑
う
。

７
．

ア
パ
ー
ト
・
室
内
（
朝
）

古
び
た
六
畳
一
間
。
航
平
、
机
で
勉
強
し
て
い
る
。

拓
海
、
上
機
嫌
で
帰
っ
て
く
る
。

拓
海

「
た
だ
い
ま
」

航
平

「
お
か
え
り
…
…
機
嫌
い
い
じ
ゃ
ん
」

拓
海

「
ま
あ
な
」

航
平
、
匂
い
を
嗅
ぐ
仕
草
。
拓
海
に
近
付
く
。

航
平

「
…
…
兄
貴
、
な
ん
か
変
な
匂
い
す
る
」

拓
海

「
シ
ャ
ワ
ー
浴
び
た
け
ど
」

と
、
自
分
の
腕
を
嗅
い
で
、
首
を
か
し
げ
る
。

航
平

「
今
日
は
な
ん
か
…
…
」

拓
海

「
匂
い
は
そ
の
う
ち
慣
れ
る
よ
」

航
平

「
あ
そ
こ
、
大
丈
夫
な
の
？
」

と
、
拓
海
を
心
配
そ
う
に
見
る
。

拓
海

「
ま
あ
、
ち
ゃ
ん
と
出
た
か
ら
」

と
、
領
収
印
の
押
さ
れ
た
学
費
の
納
付
書
を
机
に
置
く
。

航
平

「
そ
っ
か
…
…
」

拓
海

「
金
の
こ
と
は
心
配
す
ん
な
。
お
前
は
勉
強
し
ろ
」

と
、
航
平
の
肩
を
叩
く
。

航
平
、
何
か
を
言
い
か
け
る
が
、
や
め
る
。

８
．

工
場
・
作
業
場
（
夜
）

拓
海
、
戸
田
、
マ
ス
ク
を
つ
け
た
小
宮
、
黙
々
と
作
業
中
。

拓
海
の
足
元
。
新
品
の
ス
ニ
ー
カ
ー
。
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

に
並
ん
で
い
た
も
の
と
同
じ
。

拓
海
、
タ
バ
コ
サ
イ
ズ
の
箱
を
眺
め
る
。

拓
海

「
こ
れ
、
タ
バ
コ
っ
す
よ
ね
？
」

戸
田

「
今
更
？

多
分
ね
」

小
宮

「
（
小
声
で
）
ゾ
ン
ビ
タ
バ
コ
」

拓
海

「
え
？
」

小
宮

「
ほ
ら
、
吸
っ
た
人
が
お
か
し
く
な
る
や
つ
」
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と
言
っ
て
か
ら
、
少
し
咳
込
む
。

戸
田

「
も
う
、
や
め
な
よ
。
脅
す
の
」

拓
海
、
手
元
の
箱
を
見
る
。

拓
海

「
マ
ジ
っ
す
か
？
」

戸
田

「
ネ
ッ
ト
は
ほ
ら
。
何
で
も
ゾ
ン
ビ
に
す
る
か
ら
」

小
宮

「
じ
ゃ
あ
吸
っ
て
み
れ
ば
？
」

戸
田

「
嫌
だ
よ
」

拓
海
、
笑
う
。

小
宮
、
再
び
咳
込
む
。

拓
海

「
風
邪
っ
す
か
？
」

小
宮
、
手
を
止
め
る
。

小
宮

「
…
…
や
っ
ぱ
今
日
、
こ
こ
匂
い
キ
ツ
い
わ
」

拓
海
、
匂
い
を
嗅
ぐ
仕
草
。

小
宮
、
激
し
く
咳
き
込
む
。

拓
海

「
小
宮
さ
ん
」

戸
田
が
小
宮
を
支
え
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
男
の
声
。

男
の
声
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

小
宮

「
…
…
」

男
の
声
「
今
日
は
、
気
に
せ
ず
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」

小
宮

「
で
も
―
―
」

と
言
い
か
け
て
、
咳
込
む
。

男
の
声
、
妙
に
優
し
く
、

男
の
声
「
大
丈
夫
で
す
。
残
り
は
、
こ
ち
ら
で
や
り
ま
す
か
ら
」

小
宮
、
戸
田
の
手
を
そ
っ
と
払
う
。

ふ
ら
ふ
ら
と
出
て
い
く
。

拓
海
、
そ
の
背
中
を
見
る
。

戸
田
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
作
業
に
戻
っ
て
い
る
。

拓
海
、
出
入
口
の
方
を
見
る
が
、
す
ぐ
に
作
業
に
戻
る
。

９
．

工
場
・
外
（
早
朝
）拓

海
、
原
付
に
ま
た
が
り
、
「
ゾ
ン
ビ
タ
バ
コ
」
と
検
索
。

動
画
。
若
い
男
が
フ
ラ
フ
ラ
と
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
に
歩
く
。

拓
海
、
画
面
を
止
め
る
。
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１
０
．

ア
パ
ー
ト
・
室
内
（
朝
）

拓
海
、
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。

航
平
、
ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
、
何
か
を
手
で
弄
ん
で
い
る
。

拓
海
、
航
平
の
手
元
を
見
て
、
動
き
が
止
ま
る
。

見
覚
え
の
あ
る
タ
バ
コ
の
箱
。

拓
海

「
お
い
。
そ
れ
、
ど
う
し
た
？
」

航
平

「
ん
？
」拓

海
、
箱
を
奪
い
取
る
。

航
平

「
何
だ
よ
」

拓
海
、
箱
を
見
る
。
工
場
の
も
の
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
。

拓
海

「
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
？
」

航
平

「
友
達
か
ら
」

拓
海

「
…
…
吸
っ
た
の
か
？
」

航
平

「
も
ら
っ
た
だ
け
…
…
兄
貴
と
同
じ
匂
い
だ
っ
た
か
ら
。
返
せ
よ
」

航
平
、
取
り
返
そ
う
と
す
る
。

拓
海

「
ダ
メ
だ
っ
て
」

航
平

「
ど
う
し
て
」

拓
海

「
工
場
で
作
っ
て
る
や
つ
な
ん
だ
よ
」

航
平
、
手
を
止
め
る
。

航
平

「
や
っ
ぱ
り
」

拓
海

「
…
…
吸
っ
た
奴
が
お
か
し
く
な
る
っ
て
噂
が
あ
る
」

航
平

「
は
？

そ
ん
な
の
作
っ
て
ん
の
？
」

拓
海

「
ラ
ベ
ル
貼
っ
て
る
だ
け
だ
よ
」

航
平

「
辞
め
ろ
よ
」

拓
海

「
簡
単
に
言
う
な
よ
。
３
６
時
間
で
３
０
万
だ
ぞ
」

航
平

「
俺
の
せ
い
じ
ゃ
ん
…
…
」

拓
海

「
違
う
」沈

黙
。

航
平

「
…
…
そ
の
箱
嗅
い
で
み
な
よ
」

拓
海
、
箱
を
鼻
に
近
づ
け
る
。

航
平
を
見
る
。

も
う
一
度
、
嗅
ぐ
。

拓
海

「
…
…
わ
か
ん
ね
ー
よ
」
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航
平

「
そ
れ
が
お
か
し
い
ん
だ
っ
て
」

拓
海
、
箱
を
見
つ
め
る
。

１
１
．

工
場
・
作
業
場
（
夜
）

拓
海
、
作
業
場
に
入
る
。

足
を
止
め
る
。

２
つ
席
が
空
い
て
い
る
。

近
く
の
作
業
員
、
黙
々
と
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
い
る
。

拓
海

「
あ
の
…
…
戸
田
さ
ん
と
小
宮
さ
ん
は
？
」

作
業
員
、
首
を
か
し
げ
る
。

拓
海
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
、
箱
を
握
り
し
め
る
。

男
の
声
「
松
永
さ
ん
。
責
任
者
室
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
」

拓
海
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
見
上
げ
る
。

１
２
．

工
場
・
黒
川
の
部
屋
（
夜
）

黒
川
誠
二
（
５
２
）
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
い
る
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
複
数
の
作
業
場
の
映
像
。

ノ
ッ
ク
音
。

黒
川

「
ど
う
ぞ
」

拓
海
、
部
屋
に
入
り
、

拓
海

「
こ
れ
…
…
」

と
、
つ
ぶ
れ
た
タ
バ
コ
の
箱
を
出
す
。

黒
川

「
商
品
つ
ぶ
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
」

拓
海

「
い
や
、
こ
れ
は
弟
が
持
っ
て
て
」

拓
海
、
黒
川
を
睨
む
。

拓
海

「
ゾ
ン
ビ
タ
バ
コ
…
…
で
す
よ
ね
」

黒
川

「
（
笑
っ
て
）
違
い
ま
す
よ
」

拓
海

「
え
？
」

黒
川

「
松
永
さ
ん
、
そ
う
い
う
の
気
に
す
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」

拓
海

「
…
…
」黒

川
、
拓
海
を
一
瞥
し
て
、

黒
川

「
作
業
場
は
別
の
も
の
で
す
」

拓
海

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

黒
川

「
新
製
品
の
成
分
を
流
し
て
い
ま
す
」
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拓
海

「
…
…
俺
た
ち
で
試
し
て
た
っ
て
こ
と
で
す
か
」

黒
川
、
リ
モ
コ
ン
を
操
作
。

モ
ニ
タ
ー
に
戸
田
の
姿
が
映
る
。
鼻
と
口
を
覆
う
透
明
な
吸

入
マ
ス
ク
を
つ
け
て
作
業
中
。

拓
海

「
戸
田
…
…
さ
ん
？
」

黒
川

「
彼
は
適
合
し
た
の
で
、
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
」

拓
海

「
小
宮
さ
ん
は
？
」

黒
川

「
不
適
合
で
し
た
の
で
…
…
」

拓
海

「
な
ん
な
ん
で
す
か
、
そ
れ
」

黒
川

「
松
永
さ
ん
、
も
う
匂
い
を
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
？
」

と
、
拓
海
に
一
枚
の
紙
を
差
し
出
す
。

拓
海
、
紙
を
見
る
。
「
次
段
階

月
給
４
５
万
円
」

そ
の
時
、
ス
マ
ホ
が
震
え
る
。

画
面
に
「
航
平
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

拓
海
、
着
信
画
面
を
見
つ
め
る
。

し
ば
ら
く
し
て
、
着
信
が
切
れ
る
。

黒
川

「
辞
退
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？
」

拓
海
、
視
線
を
落
と
す
。

そ
の
先
に
新
品
の
ス
ニ
ー
カ
ー
。

拓
海

「
…
…
次
は
何
す
る
ん
で
す
か
」

黒
川

「
同
じ
で
す
。
ラ
ベ
ル
貼
り
」

拓
海
、
モ
ニ
タ
ー
の
戸
田
を
確
認
。

拓
海

「
シ
ャ
ワ
ー
で
、
成
分
は
流
れ
る
ん
で
す
よ
ね
？
」

黒
川

「
そ
の
は
ず
で
す
」

沈
黙
。

拓
海

「
…
…
い
つ
か
ら
で
す
か
」

黒
川

「
今
日
か
ら
で
も
」

と
、
微
笑
む
。

お
わ
り


